
■ 小千谷市立東山小学校への支援状況等 ■

一昨年の１０月に発生した中越大震災以来、本学災害支援室を中心に学生・教職員の

ご協力を得て継続実施している、小千谷市立東山小学校への支援状況等について、報告

します。

平成１６年度と１７年度を合わせ、全校児童等の本学への招待（延べ５日間）及び

アルペンスキー授業などへの職員・学生の派遣（延べ７日間３１名）による学習支援

活動を実施しました。

被害を受けた校舎の修復もようやく完了し、先月の２月１７日（金）に、復興の意味

も込めて、小千谷市総合体育館で開催された学習発表会「子ども ときめきメッセージ

東山」に、本学から 渡邉学長、川崎副学長、理科・美術・音楽分野等の教員、協力院

生ら９名が出席しました。

当日はオープニングセレモニー等において、保護者や地域の教育関係者が出席のもと

○ 座間校長先生の感謝のお言葉や本学渡邉学長からのお祝いのメッセージ

○ 美術分野のご協力により全校児童が共同制作した、地震で倒れた闘牛場の杉丸太

を用いたトーテムポールを「宝の木」として披露

○ 音楽・体育分野のご協力による 「錦鯉の歌・闘牛の歌」の全校児童ダンス、

○ 子どもたちからの本学等での学習に関する思い出

…などが発表されました。

参加者は、熱心に児童の発表を見学すると共に、児童主催のゲームに参加したり、

、 、 「 （ ）」また 昼食時には 学校田で児童が収穫した餅米で作った う米いもち うまいもち

がふるまわれるなど、復興を喜び合い、和やかに交歓しました。

忙しいスケジュールの中、同校への学習支援へご協力いただいた学生及び教職員の方

々へお礼申し上げます。

座間校長先生及び児童から学長あてに，次のとおりお礼の手紙が届きました。

ご覧ください。






